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特集

熊本の地震災害から学ぶ
熊本地震の特徴と災害対応を振り返って　市原幸
熊本地震災害における発生から復旧に向けた支援を 
振り返って　山﨑初美
災害時における看護職者の実践力　石井美恵子
母子保健の医療的支援　周産期から心のケアまで　鶴和美穂
「大規模災害における保健師の活動マニュアル」の意義と 
活用のポイント　松本珠実
熊本地震を通してDHEATの視点から考える課題と展望　
古屋好美

PHOTO

還暦前後（アラカン）の社会参加を促す取り組み

連載

健康インセンティブ制度見聞録　西内義雄
聞き書き 保健師ものがたり［特別区編］　木村哲也
統括保健師の日々　加生明美
現場の疑問に答える　地域づくり型保健活動Q&A　岩永俊博
ナカイタ発　保健師へのつぶやき　中板育美
ニュースウォーク　白井正夫

●糖尿病性腎症重症化予防は，新規
人工透析導入者の減少などにより
医療費を削減することが目的です。
各自治体の取り組みを見ると， 
健診やレセプトデータの分析⇒ 
ハイリスク者の選定⇒医療受診勧
奨⇒保健指導の実施，という大き
な流れを理解できますが，ポイン
トはかかりつけ医と専門医，自治
体の連携でしょう。また，データ
ヘルス計画との連動も鍵だと感じ
ました。保険者のインセンティブ
制度とも絡んでくるだけに，各自
治体がどのような特色を出してく
るのか注目です。 （和田）

●新連載「健康インセンティブ制
度見聞録」に関連する話。10月
に行われた日本公衆衛生学会で，
この種の制度の先進県である静岡
県で制度の認知度調査の結果が報
告されていた。結果は 4人に 1
人程度にしか知られていないとい
う。また，「女性，高齢，就業な
し」であることと認知度には高い
相関があるが，広報戦略にさらな
る検討が必要とのことだった。ち
なみに私も居住地域にある制度に
ついてよく知らない。先進事例に
学びつつ，周知方法は自治体の地
域性などで異なってくるだろう。
 （杉之尾）
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